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1.  はじめに

　青年期は自己に関する意識の形成にとって重要な意味を
持つ発達段階である。中学生にあたる青年期前期は、急激
に身体が変化する時期で、変化した自分の身体に注目し、
それをきっかけとして自分はどのような人間なのかという
自己の内面に対する意識も高くなる（平石， 1990）。このよ
うな青年期には自分自身に注意・関心を向ける自己意識が
強くなり、それはやがて自分とはこのような人間であると
いう自己概念の形成へと繋がっていく。
　自己概念が形成されると次はそれを受け入れられるかど
うかの自己受容の問題が生じる。自己受容とは自己を受け
入れていく過程のことで、Rogers（1966）によってその概念
が提唱され、その後、多くの研究者によって自己受容の定
義が模索されてきた。最近では、今江・齋藤（2004）は、「自
己受容とは、自己肯定的側面、否定的側面、また意識、無
意識といった様々な側面を持つ自己存在そのものを自分自
身が受け抱える態度であり、感情体験である」とした。そし
て自己の否定的な側面を否定的に捉えるのではなく、折り
合いをつけ許容し、自己の全体性を受容することこそが自
己受容であるとしている。また、山田・岡本（2006）は、「自
分の持つ様々な面を良いか悪いかと客観的に評価すること
ではなく、好きか嫌いか、または受け入れられるか受け入
れられないか感覚的に評価することが自己受容である」と
考えている。さらに、春日（2015）は、自己受容とは、あり
のままの自己をどの程度、受け入れているかといった状態
を意味するのではなく、ありのままの自己を受け入れよう
とする態度や姿勢を意味するとしている。
　自己受容できるかどうかは精神的健康や社会的適応とも
関連している。例えば、自己に対する受容度が低下すると、
精神的不適応の問題が生じやすくなり（伊藤，1989）、うつ
病の人は自己卑下が顕著であったり、自分をまったく価値
のないものと見なしたりする傾向が強い（伊藤，1991）。ま
た、非行少年の場合も自己を受容できない例が多く存在し
ていることが藤森（1990）によって報告されている。
　このようなことから中学校学習指導要領解説美術編（文

部科学省，2017）においても、生徒が自分の内面に目を向け
表現する内容を取り扱うこととされている。本稿では、中学
校美術科で自分の内面を見つめる題材として、コラージュ
を取り上げる。コラージュ制作には自己に目を向け、新たな
自己の側面に気づくなどの機能が認められている。例えば、
Ratcliffe（1977）の研究では、コラージュの制作を通して隠
されていた内面が意識化され、自己理解と内面の成長が促
進されるという結果が得られている。コラージュは自己の
内面に目を向けさせるだけでなく、自己を受け入れるプロ
セスを手 助 けするということも報 告 されている。上 西

（2013）は、コラージュを制作することは、自己の内面を表
現する一方、作品の中に表現された自己の内面を外から見
ることで自己の内面を意識的に理解する一連のプロセスで
あるとしている。
　ところで、もともとコラージュは芸術作品を制作するこ
とで心のケアを試みる芸術療法の1つとしてしばしば用い
られており、内面に肯定的な変化をもたらす手法とされて
きている（例えば杉浦ら， 1997；Ratcliffe， 1977；青木， 
2009；林， 2015）。コラージュを用いた芸術療法はコラー
ジュ療法と呼ばれ、杉浦ら（1997）の臨床的研究によると、
コラージュの制作によって心理的退行、美意識の満足、カ
タルシス、自己洞察が認められている。自己の肯定的変化
に関しては、臨床的研究だけでなく、健常者を対象とした
研究も行われている。例えば、大学生を対象とした石口・
島谷（2006）は、コラージュ制作によって自己への理解およ
び自己の解放感が体験でき、それによって自分に対する肯
定的な感情である自尊感情に好ましい変化がみられたとし
ているし、中学生を対象とした下條・前田（2017， 2018）の
研究によると、コラージュの制作は自己の内面により注意
を向けることができること、自尊感情をより高めることが
できることなどが確認された。
　現在、コラージュは中学校美術科では色々な表現を楽し
むモダンテクニックの1つとして紹介されているが（佐々
木， 2009）、以上のことからコラージュの制作は自己受容に
も何らかの好ましい影響を及ぼすと考えられる。そこで本
研究では、中学校美術科におけるコラージュ制作が生徒の
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内面に注意を向けさせ、自己受容を促進する題材となりう
るのかを検討する。

2.  研究の方法
 
2 — 1. 対象

　公立中学校1年生104人（男子54人、女50人）及び別の
公立中学校の中学2・3年生138人（男子73人、女子65人）
を対象に、美術科の授業の一環として本研究は行われた。

2 — 2.  手続きの概要

　まず、当該授業の1週間前に、生徒がどの程度自己受容し
ているのかを測定した（プリテスト）。コラージュを題材と
した授業は全2時間で行われた。授業では「モダンテクニッ
クの1つであるコラージュを制作してみよう」というテーマ
で、生徒が持参した雑誌類を切り抜き、B4サイズの画用紙
に貼り付け、コラージュを制作させた。生徒の作品例は図1
の通りである。そして、コラージュを完成した直後に、プリ
テストと同じ自己受容の程度を測定した（ポストテスト）。
最後、作品を仕上げた生徒と完成した作品を用いて作品の
出来映えについて「満足している」や「この部分が好き」など
会話を交えた。

2 — 3.  自己受容の測定

　本研究では伊藤（1989）に習って、自己受容を「ありのま
まの自分を歪めることなく認識し、自分自身として受け入
れ好きになること」と定義した。そして伊藤（1991）の自己
受容尺度を参考に新たに項目を作成した（表1）。質問項目
は全10項目で自分の性格・行動に関する内容が5項目、身
体に関する内容が5項目である。回答は「受け入れられる

（=1）」から「受け入れられない（=5）」の5件法で求めた。

3.  結果

　対象となった242人のうち、2回とも授業に参加している
者、かつ自己受容尺度の回答に欠損のなかった者170人を
データ分析の対象とした。
　各項目のプリテストとポストテストにおける平均値を示
したのが表2である。
　各項目とも値が小さくなるほど、自己を受け入れられた
ことを示す。まず、自分の性格・行動に関すること5項目の

図 1　生徒のコラージュ作品

表 1　質問項目表
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